
 

  

 

 

 

 

前回(5月号)に引き続き、松阪市内の文化財の続きのⒻ～Ⓙについて、紹介します。 

【文
ぶん

化
か

財
ざい

センターはどんなことをしているの？】 

文化財センターは、どんなことをしているのか、主な役割を紹介します。 

●遺跡の保護・・・松阪市にはおよそ 1,500件の遺跡があります。文化財センターでは、たくさ 

                 んの出土品が展示されています。適切な空調管理を行い、出土遺物(文化財) 

を守り、後の世代に伝えられるように保管しています。 

 

●発掘調査・・・・私たちの生活を豊かにするために、住宅や商業施設、工場、道路などを作る 

とき、遺跡が壊
こわ

れるときに限り、発掘調査をして記録として残します。 

 

●学習支援・・・・松阪の歴史や文化を学ぶ人（特に子どもたち）へ、実際に遺跡から出土した 

                 遺物を使って出前授業や課外授業などを行っています。 

 

●ギャラリーでの展示・・・市民の皆さんが制作した作品などの発表の場として貸し出していま

す。また、松阪市美術展覧会の会場でもあります。 

【文化財センターの紹介  2、施設の移り変わり】 

文化財センターが平成 8年 10月 1日に開館して以来、施設は大きく変化しました。例えば、ギャ

ラリー棟と呼ばれる市民ギャラリーのある建物ですが、当初は松阪市内の昔を知ってもらう展示室が

あり、市内から出土した土器や埴輪が展示されていました。それが現在の第 1ギャラリーです。当初

ギャラリーは現在の第 2ギャラリーの場所だけで、第 3ギャラリーは奥にある収蔵庫とともに、第 2

収蔵庫となっていました。 

その後、平成 11 年頃から始まった国指定史跡の宝塚古墳（宝塚町・光町）の発掘調査では、次々

と新発見が続き、またこの頃からギャラリーの貸館の需要が確実に増大してきました。  

このような中、国や県の支援を得て文化財センターに、

松阪市では初となる他の博物館などが所有する重要文化財

等となっている貴重な埴輪や土器などを、市民の皆さんが

身近に見られる「はにわ館」が新たに建設されました。同時

に、現在のようにギャラリーが 3 室に改修され、市民によ

る文化芸術の発表の場も充実していきました。 

 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定          

【はにわ館】 入館料 110円 (18歳以下無料)  開館時間は 9：00～17：00 入館は 16：30まで 

第１展示室  常設展      「宝塚古墳の謎」                文化財センターの情報はこちら⇒  

第２展示室 令和 5年度学習支援展示 「大昔のくらし～縄文・弥生・古墳時代～」 6/4(日)まで  

             

第１G    第 5回みえび展       5/31 (水)～6/4(日)    10時～16時 ※最終日は 15時まで 

 

第２G    廣岡ソーイング・布花教室・着物男子・小田司コラボ作品展  

6/1 (木)～6/4 (日)  9時～17時  ※最終日は 15時まで 

 

第３G   草月流玉置社中展     6/3(土)～6/4(日)  10時～17時   ※最終日は 16時まで  

 

第２G    アート・イサカ展    6/6 (火)～6/11 (日)   9時～17時   ※初日は 13時から、最終日は 16時まで  

 

第１G     カンバス展                6/8 (木)～6/11(日)   9時～17時  ※初日は 13時から、最終日は 15時 45分まで       

 
第１G  第 6回彩嬉会作品展     6/15 (木)～6/18 (日)   9時～17時  ※最終日は 15時まで 

               

第２G     全日本写真連盟 88支部第 38回写真展   6/15(木)～6/18 (日) 9時～17時 ※最終日は 16時まで 
    
第３G   小波書院書作展     6/17(土)～6/18 (日) 9時～17時  ※最終日は 16時まで 
 

第１～３G 第 11回松阪写真交流会フォトフェスティバル 6/20 (火)～6/25 (日)   10時～17時    
※初日は 13時から、最終日は 16時まで 

    

  < 6月の休館日     5日（月）   12日（月）    19日（月）   26日（月）> 
【発行】松阪市文化財センター  

【☎】0598-26-7330  【HP】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

   はにわ館へ 

遊びに来てね！！ 
 

 No.339令和 5（2023)年 6月号 

【ギャラリー】 入場無料 

 

 

 

Ⓕ 松ヶ島城跡は、県指定史跡で、織田信
のぶ

雄
かつ

(信長の二男)が築きました。金ぱく瓦
かわら

などの出土も

あります。 

 

Ⓖ 粥
かゆ

見
み

井
い

尻
じり

遺跡は、飯南町粥見にあります。県指定史跡で、今から 13,000年前頃の縄文時代初

め(草創
そうそう

期
き

)の竪穴
たてあな

建物跡と日本最古級の土
ど

偶
ぐう

が見つかりました。土偶は、県指定有形文化財

になっています。 

 

Ⓗ かんこ踊りは、猟師町や松崎浦町・松ヶ島町新
しん

出
で

、小阿坂町、飯南町 

粥見（本郷組）の 4件は、県指定無形民俗文化財になっています。笠 

松町、曽原町、嬉野新屋
に わ の

庄
しょう

町、西野町（西野子踊り）の 4件が市指定 

無形民俗文化財です。初盆
はつぼん

供
く

養
よう

のために行われます。また、小阿坂の 

かんこ踊りは、豊作を祈
いの

る粥試
かゆだめし

神
しん

事
じ

とともに冬に行われます。 

 

Ⓘ 本居宣長旧宅は、宣長が 12歳から亡くなる 72歳まで住んだ家で、国指定特別史跡となって

います。36個の鈴をかけて、その音色で日頃の疲れを癒
いや

していたという話があります。 

 

Ⓙ 松浦武四郎誕生地は、小野江町にある市指定史跡で、松浦武四郎が生まれ育った場所です。 

かんこ踊り 

（松崎浦町） 

https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

